






























































































































































































































































































































































































































1 3 0 0 1 1 2 1 1 0 1 1.0
2 1 2 1 0 0 1 1 1 1 1 0.9
3 3 3 3 3 1 2 3 2 2 2 2.4
4 1 1 0 2 0 0 1 0 1 0 0.6
5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0.2
6 1 0 2 0 0 2 1 0 0 0 0.6
7 3 3 0 3 1 1 0 0 1 1 1.3
8 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0.4
9 1 2 1 2 1 9 1 0 0 1 1.8
10 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 2.4
11 1 2 1 1 1 2 2 2 2 2 1.6
12 3 2 1 2 1 3 1 1 1 1 1.6
13 0 －1 1 0 0 1 0 0 1 1 0.3
平均 1.46 1.31 1.00 1.23 0.69 1.92 1.08 0.77 1.00 1.15
的に認識し，向上させようとする前向きの姿勢が感じられないことが共通していると言えるのではな
いか。
5.考察とまとめ
秋田（2009）は小中学生の学力形成のための授業と学生の学習参加方略について多岐にわたるア
ンケート調査を行ったが，学生が，「自分の言葉で言い換えてみる，（略）聞いたことを自分なりに整
理して考えを書いてみる等，理解に向けての精緻な方略行動を引き出す活動を，教師が授業中に保障
し，それらの方略を自らいろいろな場面で使用できるように指導していくことが必要（p.225）」とま
とめている。更に，学生が理解過程を振り返るためには「学習過程での自らの思考を対象化して捉え
られるようにする手立てとして（略），思考を表現し可視化する道具立てとそれを使う時間の保証
ママ
が
授業中に求められるだろう。（p.225）」としている。つまり調べ学習とプレゼンという組み合わせと
協同学習は学生の学びのためには最適と考えられる。
当該授業実践では個人，ペア，3人チームで発表する機会があったが，準備に授業時間を使うこと
で学生は協同学習を楽しみつつ，発表の内容を向上させる機会を持てた。また，発表直前の授業内で
のリハーサルも，本発表に良い効果があった。筆者が学生の頃は，グループ学習や準備は空き時間に
行うもので，授業時間を使うことは怠惰の表れのような感があったが，昨今の学生事情では，学生の
授業の履修が複雑になり，同じ学科の学生同士でも「顔を合わせない」ということもしばしばである。
近隣県から2時間近くかけて通学する学生も少なくない。段階的に授業時間内で協同作業や準備の導
入を教員がすることで，スキルの向上とクラスの調和につながることが確認できた。
ピアサポートとしての学生同士のフィードバックも，客観的な見方を育て両者にプレゼンスキル向
上の効果があると確認できた。またクラス内の信頼関係作りにも作用すると考えられる。
振り返ると，二つ目のポスタープレゼンからクラスの調和に弾みがついた。仲の良いグループだけ
でなく，他の全てのクラスメートとコミュニケーションを取り自己表現をすることが1年生の6月と
いう時期に，爽快さと高揚感をもたらしたようだ。いつも眠そうな顔をしていた学生が生き生きと話
す表情に，コミュニケーションの持つ力を再認識した。その翌週行われた学寮研修では，欠席も体調
不良になる学生も出なかったのは，この活動の影響があると考えている。
ポスタープレゼンは，志村（2010）も「最近は学会によってはポスターセッションが主流になり
つつある。（略）特にアメリカではポスターセッションが非常に盛んである。（p.156）」とその著書
『理科系のための英語プレゼンテーションの技術』の中で利点を多く述べており，学生が将来の研究
や営業で使用する可能性を示唆している。上述したように，発表だけでなく準備段階から情報を可視
化しながら目の前で行う協同作業は具体性と即効性があり，特に1年生にはグループでの発表を取り
入れていきたいと考える。
また，丁寧な指導の必要性を改めて感じている。ポスターの用紙を教員が提供することで，学生は
情報整理がし易くなり，協同作業もスムーズだった。PKもサンプルとして教員のプレゼンと他の学
生のビデオの導入があり，学生はプランニングシートで情報の整理や構成を考え易くなったと観察し
ている。
今回の実践には，前期が23名，後期が18名と当該クラスが少人数での発表だったことも大きく影
響している。30名以上のクラスの実践の際は新たなアプローチが求められるだろう。一方で，研究
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結果の一般化という視点からは，今回対象とした13名という数は小さすぎるという批判もあるだろ
う。今後の課題として研究を続けていきたい。冒頭で述べたように大学内でも共通したスキルの学修
を目的としているが，その効果は余り検討されていない。これを機会に学科間，教員間の協同研究が
進むことを希望し，ご意見批評をお待ちする。
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